
八女市森林ビジョン策定準備業務委託仕様書 

 

第１章 総則 

 

（適用範囲） 

第１条　本仕様書は、八女市（以下「委託者」という。）が委託する「八女市森林ビジ

ョン策定準備業務委託」（以下「本業務」という。）に適用する。 

 

（業務目的） 

第２条　本業務は、八女市として将来取り組むべき森林・林業施策に係る独自の指標に

ついて検討し、森林経営管理の基本方針とするための「森林ビジョン（仮称）」

の策定に向けた準備業務である。八女市において持続可能な森林経営を実現する

ためには、独自の森林評価基準の作成と、森林資源の利活用と循環型の地域経済

の推進を図るための長期的な見通しを定める必要があり、その骨子となる「八女

市森林ビジョン素案」を策定することを目的とする。 

 

（疑義の解消） 

第３条　本仕様書の各項目について疑義が生じた場合、または本仕様書に定めのない事

項が生じた場合には、委託者と受託者が協議の上、委託者の指示に従い解決する

ものとする。 

 

（業務指示） 

第４条　受託者は、本業務を実施するにあたり、委託者が指定する監督員と密接な連絡

を取り、その指示に従わなければならない。 

 

（実施計画の承認及び変更） 

第５条　受託者は、業務着手に先立ち、本仕様書に基づき以下の書類を委託者に提出し、

承認を受けなければならない。なお、承認を受けた内容を変更する場合も同様と

する。 

（１）着手届 

（２）実施計画書 

（３）業務工程表 

（４）その他委託者が指定する書類 

 

（技術者の選任） 

第６条　受託者が選任する技術者は、以下の資格を有し、業務内容に精通した実務経験 

契約書用仕様書（単年度）

別紙２



豊富な者でなければならない。また、受託者は本業務着手時に管理技術者等の経

歴書を委託者に提出するものとする。 

（１）管理技術者：技術士（森林部門）の資格を有する者 

（２）担当主任技術者：技術士（森林部門）または森林情報士の資格を有する者

で、過去５年間以内に九州地方での森林資源解析業務および森林経営管理制

度に関わる業務に従事した実績のある者。 

　　　（３）照査技術者：空間情報総括管理技術者の資格を有する者。 

 

（資格要件等） 

第７条　受託者は、適切かつ厳格な情報管理および品質管理を行うため、関係法令・規

則等を遵守するほか、以下に示す認証・資格を取得していることとし、業務着手

時にその登録証の写しを委託者に提出しなければならない。なお、（１）から（３）

については、管理技術者および照査技術者の所属部署（拠点）において取得して

いるものとする。 

（１）品質マネジメントシステム認証基準（ISO 9001）適合登録証の写し 

（２）環境マネジメントシステム認証基準（ISO 14001）適合登録証の写し 

（３）情報セキュリティマネジメントシステム認証基準（ISO 27001）適合登録証

の写し 

（４）個人情報保護マネジメントシステム認証基準（JIS Q 15001）適合登録証

の写し 

（５）ITサービスマネジメントシステム認証基準（ISO 20000）適合登録証の写　　　 

　　し 

（６）クラウドサービスセキュリティ認証基準（ISO 27017）適合登録証の写し 

 

（履行期限） 

第８条　本業務の最終履行期限は、令和９年３月３１日とする。ただし、履行期限内で

あっても、部分的に完了した成果品について委託者から要求があった場合は、分

割しての提出に応じるものとする。 

 

（再委託の禁止） 

第９条　受託者は、本業務の全部または一部を第三者に再委託してはならない。ただし、

成果品の精度向上等を目的とした部分的な委託であり、あらかじめ書面により委

託者の承認を得た場合はこの限りではない。 

 

 

 



第２章 業務概要および貸与資料 

 

（業務概要） 

第１０条　本業務の概要は以下のとおりとする。 

　　　（１）計画準備 

（２）資料収集整理 

（３）森林・林業の現況分析 

（４）森林評価基準の検討と区分けの実施 

（５）森林・林業の課題抽出 

（６）検討委員会の開催支援 

（７）森林ビジョン素案の作成 

（８）成果品作成 

（９）打合せ協議 

 

（貸与資料） 

第１１条　本業務を遂行するため、委託者から受託者に対し以下の資料及びデータを貸

与する。 

（１）森林航空レーザ測量成果 

（２）森林資源解析業務委託成果 

（３）森林簿データ 

（４）森林計画図データ 

（５）筑後・矢部川地域森林計画 

（６）八女市森林整備計画 

（７）森林経営計画（直近 10カ年分） 

（８）林道台帳および作業道データ 

（９）国県および市道路網データ 

（10）森林の土地の所有者届出書 

（11）伐採及び伐採後の造林の計画の届出書（直近 10 カ年分） 

（12）施業履歴データ 

（13）森林・林業に関する統計データ 

（14）その他業務実施に必要な資料 

 

（計画準備および資料収集整理） 

第１２条　受託者は、業務の着手に先立ち、実施方針、実施体制、工程等を検討の上、

業務計画書として取りまとめるとともに、本業務に必要な資料の収集および整

理を行うものとする。 



 

（森林・林業の現況分析） 

第１３条　受託者は、委託者から貸与される第１１条に記載された資料に基づき、森林

の現況を把握して分析するものとする。 

 

（森林評価基準の検討と区分けの実施） 

第１４条　受託者は、委託者の意見を取り入れ、森林の評価基準の検討を行い、その手

法および区分について整理を行うものとする。 

２ 受託者は、整理した手法に基づき、森林の区分けを実施するものとする。 

 

（森林・林業の課題抽出） 

第１５条  受託者は、第１３条及び第１４条による成果を基に、森林の効果的な利活用

および地域循環を実現する上での八女市の森林・林業における課題を抽出して

取りまとめるものとする。 

 

（検討委員会の開催支援） 

第１６条　受託者は、「八女市森林ビジョン」に多様な意見を反映させるため、関係者

で構成する検討委員会の開催支援を行うものとする。 

２　検討委員会は３回の開催を想定する。ただし、開催回数の変更が生じる

場合は、委託者・受託者双方で協議の上、決定するものとする。 

３  検討委員の選任については委託者と受託者が協議の上、決定するものと

する。 

 

（森林ビジョン素案の作成） 

第１７条　受託者は、前条までの成果を基に、「八女市森林ビジョン素案」を作成する

ものとする。 

 

（成果品作成） 

第１８条　受託者は、業務完了後速やかに完了届を提出し、委託者の指示する指定場所

に以下の成果品（正・副）を納品しなければならない。 

２　納品後、受託者は管理技術者立会いのもと、委託者の検査を受けなけれ

ばならない。 

【１カ年目成果品】 

（１）森林の各種現況データ  １式 

（２）森林区分け図（素案） １式 

（３）森林ビジョン素案  １式 



（４）打合せ記録簿  １式 

（５）業務報告書  １式 

（６）その他、監督員が指示するもの  １式 

 

（打合せ協議） 

第１９条　打合せ協議は、初回・中間（２回）・最終の計４回を基本とするが、必要と

認められる場合は適宜実施する。 

なお、本業務の適正な遂行を図るため、また手戻りが生じないよう監督員と

密接な連絡をとり、その都度打合せ記録簿を作成し相互に確認するものとする。


